
 

 

 

 

 

 

        Ｎｏ．1534（第 14 回）  2018 年 12 月 5 日(水)   点鐘：12 時 45 分  於：勇屋会館 

 
例会／毎週水曜日 12：45～  例会場／勇屋会館  事務所／安曇野市豊科 4312-6 奥村ビル２Ｆ 

TEL0263(73)2901  FAX0263(72)3181  E-mail azumirc@poppy.ocn.ne.jp 
会長 小林繁則   幹事 田野陽子・二木正之   

                   2018～2019 年度 Ｒ．Ｉテーマ  
インスピレーションになろう 

R．I 会長 バリー・ラシン 
クラブ標語：「It is much More lmportant how to be good ,rather than how to do good 」 
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～ 12 月は疾病予防と治療月間です ～ 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

  

 

★ 配布  

・幹事報告 13号 

・ロータリーデーチラシ 

 

★ 会長挨拶 [小林会長]      

いよいよこの９日の日曜日に、当クラブのロータリ

ーデイである「あづみ野おなかまキッチン」の開催

の運びとなります。この新プロジェクトは南濃ＩＡ

Ｃとの初の合同事業でもあり、盛会に開催できます

よう、是非、皆様のご協力の程、宜しくお願い致し

ます。 

ＲＩ会長より年末に寄せて 

 親愛なる友人、ロータ

リーリーダー、ローター

アクトリーダーの皆様へ。 

 年末を迎え、本ロータ

リー年度もほぼ半ばとな

りましたが、今年度の目

標達成に向けてクラブで

の取り組みが順調に進んでおられることを願ってお

ります。この時期は、前半期の活動を振り返り、今

後になすべきことを考えるよい機会となります。 

 年末はまた、感謝の気持ちを新たにし、恵まれな

い人々に手を差し伸べる季節でもあります。「ロータ

リー グローバル リワード」でお買い物すれば、特

定の商品やサービスの購入金額の一部をロータリー

に 還 元 す る こ と も で き ま す 。

Rotary.org/ja/globalrewards から商品やサービス

をご覧ください。このプログラムは、「Rotary Global 

Rewards」のアプリをダウンロードしてスマートフォ

ンや携帯機器からもご利用いただけます。 

2016年手続要覧（その５） 

 

 

社会奉仕に関する声明 

 １９９２年規定審議会は、社会奉仕に関する次の

声明を採択した。 

 ロータリーの社会奉仕とは、ロータリアン一人ひ

とりの個人生活、事業生活、社会生活に 

奉仕の理念を適用することを奨励、育成することで

ある。 

 この奉仕の理念の適用を実行することについては、

各ロータリークラブが多彩な社会奉 

仕活動を開発して、会員に奉仕活動の輝かしい機会

を与えてきた。ロータリアンの指針とし 

て、また、社会奉仕活動に対するロータリーの方針

を明確に表すために、その原則は次のよ 

うにまとめられる。 

社会奉仕は、ロータリアン一人ひとりが「超我の

奉仕」を実証する機会である。地域に住む人々の生

活の質を高め、公共のために奉仕することは、すべ

てのロータリアン個人にとっても、またロータリー

クラブにとっても献身に値することであり、社会的

責任でもある。 

この精神に立脚して、各クラブに対して次のよう

に勧奨する。 

１) 地域社会における奉仕の機会を定期的に調

査し、各クラブ会員に地域ニーズを検討さ

せること。 

２) 釈迦奉仕プロジェクトを実施するにあたっ

ては、会員の得意とする職業上の能力や趣

味の力を生かす事。 

３) どのようにささやかでたっても、あらゆる

社会奉仕活動が重要であると認識した上で、

地域のニーズを汲み、地域内のクラブの立

場や力量を考慮してプロジェクトを始める

こと。 
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４) 各種社会奉仕活動を秩序立てるために、ロ

ータリークラブが提唱するインターアクト

クラブ、ローターアクトクラブ、ロータリ

ー地域社会共同隊、そのほかのグループと

緊密に協力すること。 

５) 国際レベルのロータリープログラムを活動

を通じて社会奉仕プロジェクトを強化する

機会を確認すること。 

６) 社会奉仕プロジェクトの実行に当たっては、

望ましく、また、実現可能な限り、必要と

される資金や人材の提供までも含めて、地

域社会にも参加を求めること。 

７) 社会奉仕の目標を達成するために、ＲＩの

方針に沿ってほかの団体と協力すること。 

８) 紗社会奉仕プロジェクトが一般社会の人々

に十分認められるようにすること。 

９) 社会奉仕活動においてほかの団体の共同参

加を促進する触媒としての役割を果たすこ

と。 

10）もしもそれが適当であるならば、公共組織、

奉仕団体、そのほかの諸団体に、継続中の

プロジェクトを委譲すること。そうすれば、

ロータリークラブは新プロジェクトに携わ

ることが可能となる。 

 ＲＩは、ロータリークラブの連合体として、社会

奉仕のニーズや活動を伝え、広め、かつロータリー

の目的を推進し、参加を望むロータリアンやロータ

リークラブ、地区の力を結集すれば役立つと思われ

るプログラムやプロジェクトを適宜、提案する責務

を負っている（92－286） 

 

 

 

 

 

 

★ 幹事報告〔二木正之 幹事〕 

            

               別紙参照 

 

◇出席 

会員総数 28名  出席免除会員数 2名 

本日の出席率 前々回（11月 7日修正出席率） 

出席者： 5名 

欠席者：21名 

出席率：19.23％ 

欠席者 ：18名 

ﾒ-ｷｬｯﾌﾟ：15名 

出席率 ：96.15％ 

 

 

◇ニコニコＢＯＸ 

石田：早いもので師走ですね！ 

 

            〔5件 5,200円〕 

    今年度ニコニコ BOX  計 207,840円 

 
 
★雑誌評論 小穴実会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロータリーの友12月号より抜粋して 

お話ししていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12月9日（日）に行われるロータリーデー（おなか

まキッチン）の立て札とのぼりが出来上がりました。 


